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・磯採集の時、海岸から近い場所でも、ウニやヒトデなど多くの生物がいることに驚いた。 

 ・乗船実習での透明度の測定や、プランクトン採集では、新たに知ることが多かった。 

 ・多くの海洋生物を観察し、自分たちでテーマを決めたが、課題研究をするなかで、自分たちの思う

とおりに行かず、何度も試行錯誤したので、課題研究は難しいと感じた。でもそれがいい経験になっ

た。 

 ・実験での生物の反応が面白かった。 

 ・初めは生物とのふれあいに苦戦したが、細かいところまで観察して、最後には生物を好きになるこ

とができて、とても貴重な体験をさせていただいたと思う。  

  

 

 

 

 

 

 


